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【開発の背景】 
自動車部品に用いられているアルミダイカスト品は，低燃費自動車に対するニーズの向上に伴

い，薄肉化が求められるようになっております。薄肉化により成形品に反りが生じるようになっ

たため，これまでは手作業により反りを矯正していました。 

本研究では成形時に生じる反りを治具により自動で矯正することを目標とし，まず三次元デジ

タイザを用いて成形品の反り評価を行いました。また測定結果をもとに，治具によりどこにどの

ような負荷を加えることで反りを矯正できるか，解析により求めました。 

 

【開発の経緯・支援内容】 
当センターでは矯正前の

成形品の反りを評価するた

め，三次元 CADにより作成し

た製品のモデル形状（設計

値）と，三次元デジタイザに

より測定した成形品の形状

の差を評価しました（図 1，

図 2）。 

 

 

 

 

 

                      

当センターでは三次元デジタイザにより得られ

た測定結果をもとに，治具により成形品に負荷を加

え，除荷した際の成形品の移動量を解析により求め

ました（図 3）。 

また，治具の位置や治具の突出し量を変化させた

ときの移動量を求めることで，治具条件の違いによ

る矯正の効果を評価しました。 

 

 

【開発した製品の紹介】 
自動車のエンジンコントロールユニット用ケースと

して自動車部品メーカーに採用されました。 

これまで手作業で行っていた反りの矯正を自動化す

ることで生産性を向上させることができました。 

 

※本研究は，平成 26年度補正予算「ものづくり・商業・

サービス革新補助金」にて実施しました。 
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図１ 三次元デジタイザ 

図４ アルミダイカスト品 

（設計値）に対する比較評価例 

図２ 三次元ＣＡＤデータ 
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図３ 解析結果（例） 
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